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女性の社会進出を阻む、１０３万円の壁と１３０万円の壁 

 

沢辺税理士事務所通信 

  奥様がパートで働く、などの場合によく言われる「（年収）１０３万円の壁」。これを超えると扶養から

外れたり、税金（所得税、住民税）が増えたりするらしい・・、と漠然とはわかっていても、意外と正確な

仕組みはわかっていない場合があります。今回はこれを整理してみようと思います。 

 ※以下、「年収」はすべて給与である前提とします。 

 

 まず、「扶養」には２種類あり、壁となる限度額が異なります。（１）税金の扶養から外れるのが年収１

０３万円、（２）健康保険の扶養から外れるのが１３０万円、になります。この２つの違いがごっちゃにな

らないようにしなければなりません。 

 

そして第一の壁、奥様の年収が１０３万円を超えたとき、何が起こるか。まず奥様本人の税金が発生

しますが、これはわずかです。あまり気にする必要がありません。問題は、ご主人の「配偶者控除（３８

万円）」が外れることです。控除額が３８万円ということは、ご主人の税率が３３％だとすると、３８万円

×３３％＝１２５，４００円の増税になります。実際には「配偶者特別控除」があるため、壁を１円でも上

回った瞬間すぐに１２万円が増税になるわけではありませんが、奥様が１０３万円を少し超える程度の

年収だと、ご主人の税金が増え、かえってご夫婦の合算の手取り金額が減ってしまうという逆転現象

が起こる可能性があります。また、ご主人の会社の社内規定によって、配偶者控除が外れると「家族

手当」の支給が減額される、というようなケースもありますので注意が必要です。 

 

次に第二の壁、奥様の年収が１３０万円を超えたとき、何が起こるか。奥様が健康保険の扶養から

外れます。つまり、奥様が別途自分で健康保険に加入しないといけなくなります。そうなると社会保険

料の負担が一気に大きくなります。特にご主人が政府管掌社会保険（いわゆる社保）に加入していた

場合は、奥様は国民年金第３号被保険者として、年金の支払いが免除されているような扱いになって

いましたが、これも自分で負担しないといけなくなったりします。ですので、奥様の年収が１４０万円位で

すと、ほぼ確実に年収１３０万円弱の場合より夫婦の合算の手取りが減ります。１０万円分以上のただ

働き・・ということになってしまいます。一生懸命仕事したのに、かえって手取りは減り、子どもの保育園

の保育料も上がった・・なんてことは絶対に避けたいですよね。 

 

 では、どうすればいいのか。方法は２つです。１つ目は、税金の負担と社会保険料の負担の増加を埋

めるくらい、奥様が稼ぐことです。目安としては年収１６０～１７０万円以上です。ただそうなると、子ども

さんが小さくて正社員としては働けない方には厳しい金額です。 

 

 となると、第２の方法、奥様の年収を１０３万円以下に抑える、という方法を取らざるを得なくなりま

す。ひと月の収入を１０３万円÷１２月＝８５，０００円程度に抑える、年末近くなると１０３万円を超えな

いように勤務時間を調整する・・・。 

 

この動きこそが、まさに女性の社会進出を阻む大きな壁となっているわけです。 


